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写真：明朝の大校章と校舎　南高3年　設楽 大翔

⃝峯田淳の「おらが南高のレジェンド訪問記」
⃝南高生の「今」—— 南高新聞部企画
⃝春の高校バレー応援
⃝活躍する南高OB
⃝R2キックオフミーティング
⃝ビジネス交流・総会・懇親会
⃝お知らせ・ご寄附の御礼
⃝連載「身近な薬用植物あれこれ」（その8）
⃝ごあいさつ
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開口一番の質問はキラキラ
ネームのような「利仁亜」と
いう名前。「よく聞かれます」
というその由来はこうだ。

「名前の由来はリニアモーターカーです。実験をやってい
た宮崎で当時無人運転で最速記録の517km／hを達成し
たのが、僕が生まれた昭和54年（79年）のこと。親がそ
れにちなんで『利仁亜』とつけたそうです。村山市にある
実家は分家した初代から数えて僕で8代目。林兵衛という
先祖がいてその後、利作、利之助、祖父は利左衛門、父は
利喜雄。名前に『利』がついている。そこでリニアの『り』
に利、ニアに『仁亜』を当てて命名したというのですが」

村山市の実家はさくらんぼ農家。佐藤錦や紅秀峰を栽培
している。両親と妹の家族4人。農作業は近所の人や親戚
が手伝うが、農繁期になると山形に帰って収穫を手伝うこ
ともある。「今年も休みを取って行ってきました」。

市立袖崎小・中を卒業。山形南に進学したのは「制服じ
ゃないのがいい。ポロシャツでもよかったから。それから
男子校は楽しそうで」。 奥羽本線袖崎駅から山形駅まで電
車通学を3年間。

入学してすぐに幸運が待っていた。

「映画演劇研究部に入部したのですが、 前年の94年に先
輩たちが東北大会で最優秀になって全国大会出場が決まっ
ていました。 全国大会は新潟で行われ、NHK-BSで生中
継されました。その大会で映演部の田中雄太先輩が中学時
代の経験を元に創作したオリジナル脚本『ゆうたっちょの
中学生絵日記』を上演して見事、優勝したんです。僕もエ
キストラで出まして。 その時がテレビ初出演、NHKとの
出会いでした（笑い）」

進学したのは3人の指定校推薦枠があった早稲田大学第
一文学部。ちなみに、同じ推薦枠で政経学部に合格した小
野卓哉さんもNHKに入った。

峯
田
淳
のレジェンド訪問記
おらが南高の元

芸
能
文
化
部
長

大分時代に久住山に登山。山肌を染めるミヤマキリ
シマのピンクが圧巻でした。

松田利仁亜さん
（南高48回卒）

NankoーLegend ②
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劇部時代の演劇の全国
大会でした！」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
、「
首
都
圏
情
報 

ネ
タ
ド

リ
！
」
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
て
い
る
の
は
98
年
・
南
高
48
回

卒
の
松
田
利
仁
亜
さ
ん
。
02
年
入
局
、
大
分
放
送
局
を
皮
切
り

に
秋
田
、
東
京
ア
ナ
ウ
ン
ス
室
、
松
山
を
経
て
17
年
に
東
京
に

移
り
、
入
局
19
年
に
な
る
。
最
初
の
東
京
勤
務
で
は
朝
の
人
気

番
組
「
あ
さ
イ
チ
」
で
レ
ポ
ー
タ
ー
を
担
当
、
現
在
「
ネ
タ
ド

リ
！
」
で
は
元
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
総
監
督
だ
っ
た
高
橋
み
な
み
さ
ん

や
タ
レ
ン
ト
の
岡
田
結
実
さ
ん
ら
と
共
演
し
て
い
る
。

このページは印刷物をご覧ください。
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「最初は10年から14年の4
年間です。『あさイチ』 のレ
ポーターとして様々な経験を

させてもらいました。11年の3・11。あの日、僕は宮崎
への移動で機内にいたから揺れを経験していませんが、す
ぐ東京に戻り、発生から3日後には現地入りしました。報
道の緊急車両ということで高速道路を走ることができたの
ですが、もうガタガタで寝ることもできないまま仙台入り。
3、4日は仙台局のスタジオで雑魚寝しました。 それから
ディレクターのアドバイスで被害報告の空白地帯だった多
賀城市に移って2週間取材を続けました。被害がすご過ぎ
て何を伝えればいいのか悩んだことを昨日のことのように
思い出します」

2度目の東京勤務では「ネタドリ」（金曜19時30分）の

キャスターを担当。他にも4月から「チョイス＠病気にな
ったとき」 のプレゼンター、「Eテレ0655」 ではナレー
ションを担当、ニュースを読むこともある。
「『ネタドリ』の高橋さんは300人いるAKBのメンバーを
まとめていた総監督だけあって発言の重みがわかっている
方です。岡田さんは間合いの取り方がさすがだなと思いま
す」

都内在住、家族は妻と子供2人。趣味はサッカー観戦だ。
故郷のモンテディオ山形の熱狂的なサポーターで時間が許
す限りスタジアム観戦する。
「南高の同級生3人と従弟ら2人が仲間です。 水戸、 宇都
宮、群馬まで一緒に応援に出かけて終わってから飲んだり。
去年は10試合くらい観戦しました。 山形まで行ったのは
2試合かな。J1昇格をかけた2回戦の徳島ヴォルティス戦
は徳島まで応援に出かけました」

母校を卒業し、いろんな経験をしながら、放送の世界で
羽ばたいている。「僕はずっと放送の現場にいて視聴者と
向き合いたいです」。

アナウンサーを志望するきっ
かけになったのは五輪観戦だ。
まず98年長野五輪。 スキージ
ャンプの原田雅彦の銅メダル、

クロスカントリーの会場ではノルディック複合個人4位に
なった荻原健司のゴールの瞬間をその目で見た。 また、
2000年シドニー五輪では、日本陸上初の金メダルを獲得
した高橋尚子のマラソンを観戦した。
「スタジアム前で何も知らずにいたら、スタジアムに入る
直前のQちゃんが走って来て応援することができた。あの
感動は今も忘れることができませんね。マスコミ志望でス
ポーツアナになりたいと思っていたけど、その時、スポー
ツの感動を自分の言葉で伝えたいと決めました」

さて、入社試験ということになる。民放はことごとく不
合格……。 ところが、 幸運にもNHKは合格。「NHKが拾
ってくれました」。

NHKのアナウンサーは入局後、 各地で勤務する。 大学
時代に旅行サークルに入ったのは知らない土地への憧れが
あったというから、転勤はまったく気にならなかった。も
っとも猛者揃いのスポーツ担当には「すごい先輩が多くて
……」ということで、情報番組などに活躍の場が移ってい
る。最初の東京勤務では……。

早大時代にはマスコミに進む方向性が明確になる経験が
できた。学業以上に夢中になったのは旅行サークル。休み
などに仲間と各地を旅した。
「国内旅行の一番の思い出は沖縄や鹿児島の与論島に行っ

たことです。当時、お台場から最長航路の定期船が出てい
ました。 出港から片道丸2日がかり。 夏休みに20人くら
いで出かけたのですが、ワイワイ楽しかったですね。ツア
ー費用は5泊して5万円くらいでしたね」

仲間とサッカー「モンテディオ山形」観戦

2000年シドニー五輪観戦。ハーバーブリッジ前で。

長野五輪 シドニー
五輪を観戦して
スポーツアナを志望

「あさイチ」で経験した
被災地取材

みねた・あつし　59年生まれ。28回卒。夕刊紙「日刊ゲンダイ」元芸能
文化編集部長。「完全保存版 THE 芸能スキャンダル」（徳間書店）、編著

「おふくろメシ」（TWJ）、著書「競輪全43場　旅打ちグルメ放浪記」
（徳間書店）、編集協力・プロデュースに「板東英二の生前葬」（双葉社）、
「由紀さおり　明日へのスキャット」（集英社）等。㈱デヌエット代表。

このページは印刷物をご覧ください。
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第57回 南高祭

8月27日から29日までの3日間、第57回南高祭が開催された。
今年度は「舞熱南〜南高的距離でやっちゃいます〜」というスロー
ガンの下で行われ、前日に前夜祭、1日目に文化祭、2日目にクラ
スマッチ、そして最終日には体育祭と後夜祭という日程だった。
今回の南高祭は、新型コロナウイルス感染症の影響により、一般
招待の中止や時間の短縮など様々な制限された状況の下での開催
だった。準備期間がとても短く、できる事が限られていた南高祭で
はあったが、その中でもできる事を模索し、生徒一人一人が南高生
活最高の思い出になるようなより良い行事にしようと、協力し合い
ながら活動に取り組む姿が見られた。どの企画もとても盛り上り、
とても熱い3日間になった。

南高生の「今」— 南高新聞部

１日目 文化祭
今回の文化祭は、今年開館したばかりの、新しい「やま

ぎん県民ホール」を使用して行われた。各クラスの代表者

がコントなどの出し物を披露したり、吹奏楽部や音楽部に

よるライブ、クラス対抗クイズ大会などで、会場全体は大

いに盛り上がった。

2日目 クラスマッチ

音楽部

Ｎワン

クラスマッチ

今回は7月にクラスマッチができなかったため、
南高祭の一環としてクラスマッチが行われることと
なった。クラス対抗でバスケットボールやバドミン
トンなどの試合が行われた。また、今回から新たな
競技として「気配切り」 や「eスポーツ」 の試合も
加わり、とても熱い戦いが繰り広げられた。

	 ●	●	 ●	 ●	 マ	 イ	 ア	 ミ
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3日目 体育祭

南高祭の最後を飾る後夜祭では、歌のうまさを競う「Nステ」や
「ボディービル」、「Mr.南高」 と「あこや姫」 の結果発表が行われ
た。また最後には、恒例の花火の打ち上げや応援団の引き継ぎも行
われ、大変盛りあがった第57回南高祭が成功裏に幕を閉じた。

体育祭では、 組ごとに1年から3年まで縦割りでわか

れた。 そしてそれぞれの連合が優勝を目指して一丸と

なり、 騎馬戦や連合対抗リレーなどのとても激しい戦

いを繰り広げた。 どの連合も正々堂々と戦い、 南高生

らしいすばらしい体育祭になった。

後夜祭

ボディービル

Mr.南高

最終日

昨年度に引き続き、この度も我が新聞部にこ

のような記事を書く機会を頂き、とても嬉しく、

感謝しております。今年の南高祭は新型コロナ

ウイルスの影響で、例年行われていた一般招待

やフォークダンスなどが中止となってしまいま

した。とても残念に思います。それでも、何とか

南高祭を開催しようと知恵を絞りに絞り、無事

このような形で開催することが出来ました。

今回のこの記事で、ぜひ皆様に南高祭を通じ

て私たちの様子を知っていただければと思いま

す。そしてこれからも南高生の活動を見守り、応

援していただければ幸いです。

東京同窓会報によせて
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春高バレーの応援

イケルゾ！ シマッテイコウゼ !白熱する試合

試合開始前の挨拶 応援団

昨年11月の総会時に、大沼校長先生より、春高バレー出場
の嬉しい発表があり、東京で母校の応援ができることを楽し
みにしておりました。
令和2年1月5日㈰、第72回全日本バレーボール高等学校選
手権大会が、武蔵野の森総合プラザ・メインアリーナで開催
された。
南高は1月6日㈪の二回戦、優勝候補の京都代表・東山高校
との対戦。
朝8時半、東京同窓会応援隊15名は仕事始めにもかかわら
ず、山形からバス2台で駆け付けた応援団に合流し、熱い声援
を送った。

結果は、17対25、19対25と連取され敗退するが、1セッ
トも落とさず優勝した東山高校からの得点としては見事な善
戦と評された。
本年10月25日、後輩たちは山形県大会で優勝、春高バレー
の連続出場を勝ち取り、更なる伝統を築いてくれた。
明年1月、東京で暴れてくれることを期待したい。

※�コロナ禍のため残念ながら無観客試合のようです。テレビ
の前で熱い応援をお願いします。

反省会試合終了後応援隊集合
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青木　宏

株式会社サムシング
東京都江東区木場１－５－２５
深川ギャザリアタワー　S棟　４F

39回生　野球部OB
東証マザーズ上場 ITbookホールディングス グループ

地盤の専門家 サムシング

村岡さん

R2キックオフミーティング（新年会）
令和2年1月27日（金）18:30～アルカディア市ヶ谷にて

実 増 光 伝
伊藤副会長 奥山さん 山田さん

折原さん笠原さん佐藤さん吉野さん

大場さん 青木さん 柴田さん 城戸口さん

鈴木さん 小松会長

安孫子さん 菊地さん 毛利顧問 土田副会長

千葉さん柿崎さん

加嶋さん 高橋さん
挑昭極気V会

発絆線縁尾花沢 彊

跳育義縄生 熱

2月以降のコロナ禍により、
本年最初で最後の交流会と
なりました。

春高バレー応援報告

加嶋さんの古地図プレゼン

乾杯！

小松会長開会
あいさつ

記念撮影

今年の決意漢字一文字（順不同）

エール！「空はコバルト」合唱

今年も元気に

いきましょう！

なぜか三文字！
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南高魂に火を灯し、芸道精進！
吉田 覚

かく
　南高60回卒

山形南高校60回卒の吉田覚と申し
ます。今回は会報誌の貴重な枠を頂
き、誠に恐縮ながらも嬉しく思って
おります。

さて、私は現役生の時分、
第58代応援団長を務めており
ました。一年次の夏、入団間
もなく「吉田は真面目に頑張っ
ているしタクトが美しいから」

と、伝統ある応援団長へのいきなりの抜擢。大きすぎる役
目に戸惑いながらも、偉大な先輩方の背中に恥じぬ様、我
武者羅になってその背中を追った日々でした。
卒業後紆余曲折ありまして、現在私は大柄な身体を活か
し、俳優とビッグサイズモデルとして芸能界に身を置いて
います。
舞台やカメラの前に立ち、同じく偉大な先輩方の背中を
追いかけている真っ只中です。
心挫けそうな時にはいつも、応援団長として南高の名前
を背負い、全校生徒を盛り立てていたあの頃のことを思い
出し自分を奮起させています。
私を観てくださった方に力を与え心震わせられる様な、
そんな芝居がしたいです。これからも南高魂に火を灯し、
山形を、日本を、世界を代表する様な俳優になる為に、芸
道精進する所存です。
東京同窓会の皆様、ご多用とは存じますが、今後とも何
卒宜しくお願いいたします。
活動状況はこちらのＨＰをご覧ください。
https：//nova2kora.wixsite.com/kakuofficial

これまで吉田覚丸で活動してきましたが、吉田覚に改名。

地域の歴史を拾い集める
佐藤俊介　南高53回卒

東京で俳優活動を始めて、今年で
10年が経ちました。一昨年より個人
事務所「ＮＳおらがまち工房」を立
ち上げ“地域に眠っている隠れた物語を朗読劇にする”とい
う、活動を続けています。メディアではなかなか取り上げ
られない“村や郷”の歴史を、地元の方と掘り起こしていく
作業は大変ですがワクワクするものです。来年は東京都武
蔵野を舞台にした「武蔵野が泣いた日」の公演も予定して
おり、先立ってのクラウドファンディングでは南高の先輩
方からも大きな協力を頂きました。改めて人の繋がり、山
形の温かさを実感した次第です。

また、俳優活動のかたわ
ら、数年前よりフリーのス
ポーツアナウンサーとして
も頑張っています。大学バ
スケットを実況させて頂く
こともあり、南高出身の選

手たちが躍動する姿を、ちょっとだけ贔屓目にお伝えする
のが、毎年のささやかな楽しみにもなっています。
いつの日か、山形の夏の高校野球予選やワイヴァンズの
試合を、自分の声に乗せて伝える事が出来ればこれ以上の
幸せはありません。まだまだ道半ばですが、文武両道の南
高魂をモットーにこれからも頑張ってまいります。

がんばれ！ がんばる！
活躍する南高OB

われらが山形南高等学校は明年創立80周年を迎えます。

おうえん よろ！

東京同窓会として、若手でご活躍されている会員に

ご寄稿を呼びかけることとなりました！

ご支援のほど、よろしくお願いいたします！！
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山形県内大学入試ランキング（ダイヤモンドセレクト誌より）
平24 平25 平26 平27 平28 平29 平30 令元

1 山東 山東 山東 山東 山東 山東
（東北6位）

山東（東北3
位）

山東（東北2
位）

2 米興 酒東 鶴南 鶴南 鶴南 山南
（東北7位）

山南
（東北8位）

鶴南（東北13
位）

3 山南
（東北8位） 米興 山南

（東北17位） 酒東 山西 山西 鶴南 山南
（東北14位）

4 酒東 山西 酒東 山西 山南
（東北20位） 酒東 米興 山西

5 山西 新北 米興 米興 米興 米興 山西 米興

6 長井 長井 山西 山南
（東北22位） 酒東 鶴南 酒東 酒東

7 鶴南 鶴南 新北 新北 長井 長井 長井 新北

8 新北 山南 長井 寒河江 新北 新北 新北 寒河江

9 日大山形 日大山形 長井 寒河江 山中央 山北 山中央片桐秀昭さん

会計報告：鈴木常任幹事小松会長挨拶

菊地弁護士

参加者の皆さん

令和元年度総会　第一部	 令和元年11月2日㈯14：20～　アルカディア市ヶ谷にて開催
議　事

・平成30年度活動報告
・�平成30年度収支決算報告並びに
会計監査報告
・令和元年度活動方針
・令和元年度収支予算

会計監査：安孫子監事.

ビジネス交流	 講師：弁護士菊地真治氏 （南高38回卒・常任幹事）

慰謝料の相場——代表的な類型について
訴訟社会の現代、レジメを基に、慰謝料、刑事事件、交通事故、名誉棄損、
離婚、不貞等、具体的な事例を通して、ご紹介していただく。
※当初予定講師の都合により、ピンチヒッターとしてご担当いただいた。

南高の進学状況紹介
片桐秀昭さん（南高12回卒）

南高の進学状況の推移を都道府県別「大学
合格力」高校ランキングを紹介いただく。
令和元年度は鶴岡南に抜かれ、県内3位に
後退とのこと。（※ダイヤモンド社の出版
物よりご紹介いただきました。）

講師紹介

東京同窓会として、若手でご活躍されている会員に

ご支援のほど、よろしくお願いいたします！！
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令和元年度総会　第二部　懇親会	 令和元年11月2日㈯15：30～　アルカディア市ヶ谷にて開催
式 次 第

・開会の挨拶
・物故者に黙祷
・校歌斉唱
・東京同窓会会長挨拶
・山形南高同窓会会長挨拶
・山形南高校長挨拶
・ご来賓：山形県人連合会会長祝辞
・ご来賓：山形県東京事務所長祝辞

文化部OB会　土門会長

山形南高　大沼校長

小松会長開会挨拶

山形県人連合会　原田会長

山形県東京事務所　遠藤副所長荒井同窓会会長

かんぱ〜い！

来

賓

祝

辞

校歌斉唱！



令和２年11月28日発行	 第17号（　）11

山形南高東京同窓会報 No.17　11頁　20/12/10

令和元年度総会　第二部　懇親会	 令和元年11月2日㈯15：30～　アルカディア市ヶ谷にて開催

来年も元気で！

また、お会いましょう！！

法政大学4年高橋謙介さん（南高66回）
4月より県立高校教諭です！

常任幹事メンバー

寄付募るオークション

懇　親　会

来賓席中　堅まだまだ若手

ハイチーズますます元気です！若手をふやそうぜ！

ニューホープ！

永久司会の

　　安孫子さん

 応援歌
「空はコバルト」

弁護士コンビ

ニューエース！

自著を出版！
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（ 21回卒）

E-mail:kuroda_zeirishi@ybb.ne.jp

Mobile:090-4964-7616

黒田治彦税理士事務所

黒 田 治 彦
税理士・認定経営革新等支援機関・登録政治資金監査人

Kuroda Haruhiko

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋 2-14-2 雄邦ビル１階

　　      　Phone 03-3556-8068 Fax 03-5213-4667

何でもお気軽にご相談ください

笠
原 

健
氏
を
偲
ん
で

小
松
栄
三
郎

笠
原
さ
ん
は
、
今
年
の
5
月
15
日

に
54
歳
の
若
さ
で
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

笠
原
さ
ん
は
、
南
池
袋
に
笠
原
会

計
事
務
所
を
構
え
、
税
理
士
と
し
て

多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
平
成
22
年
度
か
ら

28
年
度
ま
で
7
年
間
、
常
任
幹
事
と

し
て
東
京
同
窓
会
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

南
高
は
34
回
卒
で
、
野
球
部
で
活

躍
し
ま
し
た
。

笠
原
さ
ん
は
、
物
静
か
な
方
で
し

た
が
、
所
信
は
し
っ
か
り
持
っ
て
お

ら
れ
、
い
つ
も
貴
重
な
意
見
を
述
べ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
礼
儀
正
し
い
人
で
、
暑

中
見
舞
い
の
葉
書
を
い
つ
も
早
め
に

下
さ
い
ま
し
た
。

常
任
幹
事
を
や
め
ら
れ
た
後
、「
忙

し
い
の
で
、
総
会
案
内
は
2
ケ
月
以

上
前
に
欲
し
い
で
す
」
と
言
わ
れ
た

の
で
、
2
ケ
月
以
上
前
に
案
内
し
た

と
こ
ろ
、
総
会
に
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
実
に
律
儀
な
方
で
し
た
。

心
よ
り
、
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

№ 時間 内容 備考
第1回 6月20日 ㈯ 20時～開催 会報発行と今後の活動について 21:30～交流会

第2回 7月18日 ㈯ 20時～開催 会報誌編成案、LineやWEB活用案 21:30～交流会

第3回 8月29日 ㈯ 20時～開催 案内書、今後の新たな活動案 21:30～交流会

第4回 9月26日 ㈯ 20時～開催 案内書・会報誌進捗、HP再構築
第5回 10月24日 ㈯ 20時～開催 年会費、会報誌、HP再構築
第6回 11月28日 ㈯ 20時～開催 年会費、会報誌発送の確認

開催日

令和2年度常任幹事会（オンラインZoom会議）

日時：2021年11月20日（土）
　 　14：20〜

場所：アルカディア市ヶ谷（私学会館）
　　　東京都千代田区九段北4-2-25
電話：03-3261-9921

 出席のご予定をお願いします！！

来年度の総会開催（予定）のお知らせ

篤志家のご寄附のお願い
東京同窓会の活動費のためのご寄附を募っております。
是非、郵便局の次の口座までご送金くださいますよう、
お願い申し上げます。
口座名：山形南高東京同窓会東京支部
口座記号番号：00110−7−581420

ご寄附の御礼
2020年 9月30日〜 2020年11月25日

34名の皆様より総額 187,000円の
ご寄附を頂戴いたしました。

御礼申し上げます。
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中
国
武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
は
全
世
界
に
拡
散
し

て
お
り
ま
す
。
世
界
保
健
機
構

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
２
０
２
０
年
3
月

13
日
に
、「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と

宣
言
し
た
も
の
の
、
そ
の
対
策
・

ワ
ク
チ
ン
開
発
等
は
進
ん
で
お
り

ま
せ
ん
。
２
０
０
９
年
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
）
以

来
、
11
年
ぶ
り
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
未
知
感
染
症
の
宿

主
は
野
生
動
物
で
す
。
世
界
中
の

森
林
伐
採
・
開
発
等
が
進
み
、
野

生
動
物
と
の
接
触
が
多
く
な
り
病

原
体
を
移
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
増
え

て
来
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
し
く
、

世
界
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代

の
落
と
し
穴
と
言
え
ま
す
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
１
９
６
０
年
代
に

ニ
ワ
ト
リ
の
伝
染
性
気
管
支
炎
ウ

イ
ル
ス
、
ま
た
風
邪
を
引
い
た
患

者
の
鼻
腔
か
ら
見
つ
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

国
内
で
は
、
感
染
拡
大
に
対
応

す
る
緊
急
事
態
宣
言
を
発
し
、
登

校
禁
止
や
在
宅
勤
務
な
ど
全
面
的

に「
封
じ
込
め
」作
戦
を
と
っ
て
き

ま
し
た
。在
宅
勤
務（
自
宅
待
機
）

が
増
え
る
と
離
婚
が
増
え
る
と
い

う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

子
供
・
家
族
が
毎
日
一
緒
に
い
る

時
間
が
長
い
こ
と
か
ら
、
子
供
に

対
す
る
虐
待
等
に
関
す
る
相
談
が

多
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ス
ト
レ
ス
は
最
大
の
敵
で
す
。

今
こ
そ
、
自
然
環
境
の
保
護
・

保
全
に
努
め
る
と
共
に
、
地
元
の

歴
史
・
文
化
遺
財
等
を
再
確
認
す

る
こ
と
も
ひ
つ
よ
う
で
す
。

こ
の
度
、
第
72
回
正
倉
院
展
が

奈
良
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
合
わ
せ
て
、
在
職
中
に
取

り
組
ん
で
き
た
「
正
倉
院
宝
物
」

に
関
わ
る
取
材
協
力
を
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
レ
ポ
ー

タ
ー
か
ら
直
接
に
質
問
を
浴
び
せ

ら
れ
、
写
真
を
撮
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
今
回
は
、
大
阪
読
売

新
聞
社
の
デ
ス
ク
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ

取
材
で
し
た
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
産
物
の
一
つ
で
し
ょ
う
か
。

第
72
回
正
倉
院
展
　
生
薬
、鉱
物
8

種
類
が
展
示

正
倉
院
宝
庫
は
、
平
素
は
勅
封

に
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
が
、

毎
年
秋
に
爆
涼
を
行
う
時
期
に
合

わ
せ
て
、
正
倉
院
展
が
開
催
さ
れ

る
。
正
倉
院
の
宝
物
に
は
、
民
衆

の
た
め
に
実
際
に
使
わ
れ
た
薬
や
、

毒
性
の
強
い
成
分
が
混
ざ
っ
た
薬

が
あ
る
。
今
回
出
展
さ
れ
る
薬
物

・
生
薬
の
調
査
を
担
当
し
、
明
ら

か
に
さ
れ
た
薬
の
効
能
や
成
分
、

特
徴
な
ど
を
探
っ
た
。

	

（
読
売
新
聞
）

13
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連載シリーズ

「
身
近
な
薬
用
植
物
あ
れ
こ
れ
」

　
そ
の
8

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
危
機
に
は

今
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
取
り
組
む

南
高
12
回
卒　
奥
山
　
　
徹

上下とも 読売新聞（2020年10月23日　関西版）
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東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
本
校
教
育
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
な
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
大
沼
前
校
長
の

後
任
と
し
て
、
本
年
４
月
に
校
長
を
拝
命

い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
令
和
２
年
度
は
通
常
ス
タ
ー
ト

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
ま
し
て
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
通
常
と
は
か
な
り
異
な

る
日
々
を
過
ご
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

山
形
県
で
は
多
く
の
高
校
が
５
月
25
日
よ

り
通
常
授
業
に
戻
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、

時
差
通
学
や
補
充
授
業
等
で
部
活
動
の
時

間
も
1
、
2
時
間
程
度
。
わ
が
母
校
の
同

窓
会
総
会
も
中
止
の
決
定
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、

全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
も
中
止
に
な

り
ま
し
た
。
文
化
部
活
動
を
み
ま
し
て
も
、

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
開
催
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
終
息
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
高
校

生
の
日
ご
ろ
の
成
果
発
表
の
場
が
次
々
と

中
止
や
延
期
、
代
替
大
会
等
へ
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
３
年
生
を
中
心
と
し
た
「
高

校
生
の
発
表
の
場
が
な
い
」、
し
か
し
「
感

染
も
避
け
な
け
れ
ば
」、
の
ジ
レ
ン
マ
の
中

で
焦
り
や
不
安
を
感
じ
た
こ
と
も
多
か
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
し
た
が
、
現
役
生
た
ち
は
し
っ
か
り
と

現
状
を
把
握
し
、
変
化
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
。
南
高
祭
も
工
夫
し
て
行
い
ま
し
た
。

後
夜
祭
で
は
、
３
年
生
か
ら
後
輩
へ
引
き

継
ぐ
儀
式
に
お
い
て
の
応
援
団
長
の
言
葉

が
心
に
残
り
ま
す
。「
私
は
、
一
度
も
校
歌
、

応
援
歌
の
指
揮
を
と
ら
ず
、
エ
ー
ル
を
切

る
こ
と
の
無
い
団
長
で
し
た
…
…
」
と
。
そ

の
後
新
応
援
団
長
に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
25
日
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
春
高
バ
レ
ー
２
０
２
１
山

形
県
予
選
大
会
に
お
い
て
、
２
年
連
続
12

度
目
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。
令
和
３
年

１
月
５
日
か
ら
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
同
窓
会
第
19
回
総
会
中

止
は
、
同
窓
会
東
京
支
部
の
皆
様
が
断
腸

の
思
い
で
決
断
さ
れ
た
と
拝
察
い
た
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
や
、
急
激
な
社
会
変
化
の

中
で
、
学
校
教
育
に
も
変
革
の
波
が
押
し

寄
せ
て
い
ま
す
。
師
弟
同
行
、
眉
あ
げ
て
、

変
化
に
順
応
し
、
多
様
な
人
と
協
働
し
な

が
ら
新
し
い
価
値
を
創
造
で
き
る
、
し
な

や
か
で
逞
し
い
生
徒
を
育
て
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

希
望
の
明
星

　
仰
ぎ
つ
つ

山形南高等学校
校長　石澤 惣栄

大 学 現 役 過 卒 大 学 現 役 過 卒
東 北 4 5 東北学院 76 10
秋 田 5 1 青山学院 2 1
山 形 52 3 慶 応 2 2
宇都宮 7 早稲田 2 1
埼 玉 3 中 央 5 3
千 葉 3 明 治 3 4
新 潟 20 3 法 政 5 6

県立保健医療 4 立 教 1 1
その他 51 9 その他 204 18

国公立大合計 149 21 私立大合計 300 46

進 路 状 況 報 告	 進路指導主事　中里秀樹

東北大9名（現役4＋過卒5）、山形大学医学部医学科2名（過卒）合格！
国公立大合格者170名（現役149＋過卒21）を数える！

最後のセンター試験受験となった本年度卒業生は、全員一丸となって果敢に取り組んだこともあり、全国的に難易度が上がっ
て平均点を下げた中で、本校は踏みとどまることができて、県内3位という好位置でスタートすることができた。2次試験では、
全国的な「安全志向」の中で、苦戦を強いられる部分も見られたが、理系・理数科を中心に多くの合格者を出すことができ、本
校の柱の一つである「理数系」の強みを存分に生かした結果となった。
また、山形大学医学部医学科（山形県定着枠）において、過卒で2名の合格者を出すことができた。これで3年連続医学部医学
科に複数の合格者を輩出することとなり、南高の医学系進学への基盤が一層固まったといえよう。また過卒では、一橋大学への
合格者1名、東北大学への合格者5名と、過卒生の健闘も大いに光った。しかしながら、現役生の難関大は東北大4名・神戸大1名
に留まり、入試制度も大きく変わる今、全国の精鋭と闘うことができる体制の構築が急務となっている。
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同
窓
会
会
報
で
も
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

し
た
が
、
改
め
て
歴
史
と
伝
統
あ
る
南
高

同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
22
回
卒
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
吉
田
福
平
で
す
。
皆

様
に
は
、
今
後
共
ご
指
導
ご
支
援
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
５
月
22
日
「
南
高
愛ブ

ル
ー
ス歌

２
０
２
０

～
お
ま
え
も
南
高
か
」
の
テ
ー
マ
の
も
と

36
回
卒
（
彌み

勒ろ
く

会か
い

）
と
56
回
卒
（
矢や

頃ご
ろ

会か
い

）

が
当
番
幹
事
と
し
て
、
準
備
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
し
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
残
念
な

が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来

年
５
月
21
日
の
総
会
開
催
に
向
け
、
今
年

度
当
番
幹
事
に
再
度
引
き
受
け
て
も
ら
っ

た
も
の
の
、
人
数
制
限
、
懇
親
会
の
や
り
方
、

そ
れ
に
伴
う
費
用
の
件
な
ど
、
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
な
対
応
を
視
野
に
入
れ
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
来
年
10
月
に
は
、
我
が
南
高
創

立
80
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
来
な
ら
節
目
の
年
、
盛
大
に
記
念
式
典

・
祝
賀
会
を
開
催
す
べ
く
昨
年
よ
り
準
備

を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
拡
大
に
よ
り
３
月
学
校
も
休
校
と

な
っ
た
折
、
残
念
な
が
ら
南
高
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
が

遅
れ
て
お
り
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

困
迷
極
め
る
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
、
生
徒

達
に
と
っ
て
何
が
一
番
必
要
か
、
同
窓
会

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
何
か
と
検
討
し
、
今

後
共
起
こ
り
う
る
有
事
に
備
え
、
創
立
80

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

一
、�オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
関
わ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

整
備

二
、�記
念
講
堂　
椅
子
の
一
部
改
修
と
放
送

整
備

と
し
、対
外
的
式
典
及
び
祝
賀
会
は
行
わ
な

い
こ
と
を
、実
行
委
員
会
一
同
の
総
意
と
し

て
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
10
月
２
日
学
年

幹
事
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
上

記
の
よ
う
な
趣
旨
で
ご
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
東
京
同
窓
会
の
皆

様
に
も
現
状
ご
理
解
の
上
、
こ
れ
か
ら
各

学
年
幹
事
よ
り
寄
付
の
お
願
い
が
あ
ろ
う

と
存
じ
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
は
格
段
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

む
す
び
に
、
来
年
は
皆
様
と
親
し
く
お

会
い
で
き
ま
す
こ
と
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。
東
京
同
窓
会
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

と
会
員
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
ご
祈
念
申

し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

南
高
創
立
80
周
年
を

控
え
て

山形南高同窓会
会長　吉田 福平

山形南高等学校80周年
令和3年 10月8日（金）

山形南創立80周年記念式典 • 祝賀会を開催予定
□この度、実行委員会立ち上げ、記念事業を計画中！！ □
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新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
初
め
、
日
本
の
伝
統
的
な

祭
り
が
、
ほ
と
ん
ど
全
部
と
言
っ
て
よ
い

ほ
ど
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
わ
が
東
京

同
窓
会
で
も
、
6
月
19
日
に
予
定
さ
れ
て

い
た
「
山
南
東
京
同
窓
会
サ
マ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
２
０
」（
従
来
の
「
暑
気
払
い
」）

と
、
最
大
の
行
事
で
あ
る
「
第
19
回
総
会
」

（
11
月
28
日
に
予
定
）
を
中
止
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
で
は
常
任
幹
事
会
は
ど
の
よ

う
に
開
催
し
た
の
か
。

感
染
が
進
む
中
、
全
国
的
に
オ
ン
ラ
イ

ン
勤
務
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を

ヒ
ン
ト
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
常
任
幹
事
会

を
や
っ
て
は
ど
う
か
と
考
え
た
。
幸
い
、
大

学
で
ズ
ー
ム
に
よ
る
授
業
を
行
っ
て
い
る

教
授
が
常
任
幹
事
に
お
ら
れ
た
の
で
、
そ

の
方
に
依
頼
し
、
6
月
20
日
（
土
）
午
後

8
時
よ
り
第
1
回
オ
ン
ラ
イ
ン
常
任
幹
事

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

自
宅
に
い
な
が
ら
、
常
任
幹
事
の
皆
様

と
意
見
交
換
が
出
来
、
大
感
激
だ
っ
た
。
会

議
も
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
た
。
終
わ
っ
た
ら
、

ズ
ー
ム
に
よ
る
懇
親
会
も
や
っ
た
。
新
し

い
時
代
を
迎
え
た
よ
う
な
気
分
だ
っ
た
。
そ

れ
以
来
、
毎
月
1
回
実
施
し
て
い
る
。　
課

題
と
し
て
は
、
作
業
な
ど
を
一
緒
に
や
る

こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
一
部
の
人
に
負

担
を
掛
け
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ど
の
よ
う
に
作
業
を
負
担
し
合
う
か
を
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ス
マ
ホ
で
情
報
交
換

常
任
幹
事
の
皆
さ
ん
と
は
、
ス
マ
ホ
で

も
情
報
交
換
を
活
発
に
や
っ
て
い
る
。
私

は
ス
マ
ホ
の
こ
と
は
詳
し
く
は
な
い
の
で
、

ア
タ
フ
タ
す
る
と
き
が
あ
る
が
、
皆
さ
ん

が
助
け
て
く
だ
さ
る
の
で
有
り
難
い
。

特
に
驚
く
の
は
、
南
高
の
現
役
生
徒
た

ち
の
試
合
の
中
継
で
あ
る
。
野
球
、
バ
レ
ー
、

バ
ス
ケ
な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
試
合
状

況
を
中
継
し
て
く
だ
さ
る
常
任
幹
事
が
お

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
情
報
を
送
っ
て
戴
い
た

人
々
は
、
ス
マ
ホ
に
「
南
高
、
頑
張
れ
！
」

と
返
信
す
る
の
で
あ
る
。
負
け
る
と
「
来

年
は
頑
張
れ
！
」
と
来
年
の
た
め
に
声
援

を
送
る
の
で
あ
る
。

バ
レ
ー
で
は
、
山
形
中
央
高
校
に
勝
っ

た
。
来
春
東
京
の
全
国
大
会
に
今
年
に
続

い
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
み
ん
な

ス
マ
ホ
で
応
援
に
燃
え
た
。
そ
の
実
況
中

継
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

「
試
合
開
始
で
す
。」

「
い
い
感
じ
！
」

「
1
セ
ッ
ト
先
取
！
」

「
１
９
１
ｃｍ
の
一
年
生
が
い
い
で
す
ね
。」

「
い
や
い
や
！　
す
ご
い
試
合
で
す
♫　
逆

転
で
2
セ
ッ
ト
目
も
取
り
ま
し
た
！
」

「
最
後
は
３
年
生
が
決
め
て
く
れ
ま
し
た
！

　

よ
く
や
っ
た
！　

セ
ッ
ト
数
は
3
対

1
。」

「
来
年
早
々
の
春
高
バ
レ
ー
が
楽
し
み
で

す
。
応
援
に
集
ま
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
ね
。」

「
大
会
要
項
に
よ
れ
ば
、
無
観
客
で
開
催

さ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
一
般
の
応
援
は

無
理
か
と
思
い
ま
す
。」

こ
れ
が
後
輩
の
活
躍
を
応
援
し
て
い
る

同
窓
会
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

何
と
素
晴
ら
し
い
同
窓
会
で
あ
る
こ
と

か
！

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

常
任
幹
事
会

　
山
形
南
高
東
京
同
窓
会

会
　
長
　
小
松 

栄
三
郎
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男

コ
バ
ル
ト
の
空  

◆
令
和
２
年
は
１
月
６
日
の

春
高
バ
レ
ー
の
応
援
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。続
い
て
１
月
17
日
Ｒ
２
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
新
年
会
）が
開
催
さ
れ
、22
名
が
集

い
、
更
な
る
飛
躍
の
一
年
を
決
意
し
合
っ
た
。

こ
れ
が
令
和
２
年
最
初
で
最
後
の
交
流
会
と

な
っ
た
。◆
令
和
２
年
は
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の

年
と
な
り
ま
し
た
。今
年
度
、全
て
の
交
流
会
中

止
の
連
絡
が
続
く
中
、６
月
20
日
、東
京
同
窓

会
と
し
て
の
今
年
度
第
一
回
の
常
任
幹
事
会
が

オ
ン
ラ
イ
で
開
催
さ
れ
た
。冒
頭
、小
松
会
長
よ

り
、「
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、南
高
生
の
絆

を
繋
ぐ
た
め
、会
報
誌
を
発
行
し
よ
う
！
」と
の

呼
び
か
け
に
、常
任
幹
事
が
一
致
団
結
し
て
今

年
度
の
活
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。限
ら
れ

た
予
算
を
ど
う
有
効
活
用
し
、若
い
メ
ン
バ
ー

を
糾
合
で
き
る
の
か
。今
後
の
東
京
同
窓
会
の

あ
り
方
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討
に
入
っ
た
。今

後
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り

同
窓
の
絆
を
ど
う
深
め
て
い
け
る
の
か
？　

協
議
を
重
ね
実
行
に
移
し
て
い
き
た
い
。◆
今

号
の
レ
ジ
ェ
ン
ド
訪
問
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
松
田
利
仁
亜
さ
ん
（
南
高
48
回
卒
）に

突
撃
ア
タ
ッ
ク
。峯
田
さ
ん
の
行
動
力
と
筆
は

流
石
で
す
。◆
あ
こ
が
れ
の
南
高
生
は
、コ
ロ

ナ
禍
の
今
を
、ど
う
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
？　
今
年
も
新
聞
部
の
皆
さ
ん
に
「
南

高
生
の
今
」を
お
願
い
し
た
。南
高
生
は
ど
ん

な
時
代
で
も
我
々
同
窓
生
の
期
待
通
り
の
青

春
時
代
を
生
き
き
っ
て
い
ま
し
た
！　
流
石
！

　
南
高
！　
南
高
生
に
は
い
つ
の
時
代
も
コ
バ

ル
ト
の
未
来
が
拓
け
て
い
る
こ
と
を
確
信
し

た
。◆
来
年
度
も
多
く
の
寄
稿
を
募
集
し
活
躍

す
る
同
窓
生
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

	

土
田
和
男
（
南
高
25
回
卒
）

デ
ザ
イ
ン
／
サ
ン
ワ
印
刷
紙
工
株
式
会
社


